
   

「次」への意識が「今」を大切にする 

 

                 小樽市立長橋中学校長 伊 藤 仁 弥 

 

過日、本校の若い教諭から、「校長先生は、校長先生になろうとして校長先生になったんですか？」と問われまし

た。心の中で、「なんだ、この問いは？」と思いながら、絞り出したフレーズがありました。私は、当時の勤務先の校

長先生から「あなたのことを、あなたよりもよく知っている他人がいる。だから、言われたことを素直に受け止めるこ

とも大切なんだよ！時には他人が人生を決めてくれることもある・・・。」と助言を受け、「ジーン」としたことを思

い出し、その若い教諭にそのまま伝えました。そして、こう付け加えました。「今のフレーズ、カッコいいべ！」。若

い教諭は、ニコリとうなずいていました。（多分、「ジーン」としていたと思います。） 

 

これからの皆さんの歩みには、明確な「答え」が見えない中、「答えに近いもの」を探し当てなければならない場面

に直面することが想定されます。例えば、ある場所で起こった一つの交通事故から、再発防止に向けた取組に必要な

ことを考えたときに、幾通りかの答えが考えられます。ジャーナリストの池上彰さんは、著書で「一つの課題から問題

意識を深め、広い視点をもつ。」ことが大切であると述べております。事故を起こしたドライバーを責めるだけでは、

根本の解決にはなりません。さらにそこには、「直面した課題に対する意識や、いろいろな問題を分析する力をもてる

と、社会に出たとき、それぞれの立場で貢献ができる。」とも書かれております。このケースでは、事故が起きない環

境づくりなども、きっと必要になってくることでしょう。 

次のステージへ移行する３年生の皆さん、この先の人生で、自分だけで解決できることは、実はそう多くはないの

です。他者の言うことに耳を傾ける。そんな謙虚さは皆さんのチャンスを拡大することと思います。あなたのことを、

あなたよりもよく知っている他人と出会えることもあるかも知れません。それも大きなチャンスです。 

本年度もあと僅か。3年生は、約2週間後に卒業です。3月15日（金）の卒業式が、本校の生徒としての最後の

登校日です。「本校での最後の学び」を胸に、次なるステージへ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１２号 令和７年 ２月２８日 

文責 教頭  小 山 正 幸 

桜陽高校生インターンシップ！ 

 

２月４日(火)桜陽高校から教員を目指す１年生４
名、２年生２名がインターンシップのために来校しま
した。朝の会から部活動までの時間、1・２年生の授
業を中心に授業見学や部活動見学、職員や生徒との対
話を通して、教員の業務内容について理解を深めてい
ました。将来、立派な教員になってくれることを期待
しています。 
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全国体力・運動能力について！ 

男子では、「５０ｍ走」「立ち幅跳び」「反復横跳び」が北海
道・全国の数値を上回っています。「上体起こし」と「ハンドボ
ール投げ」が北海道・全国と同程度となりました。また、「シャ
トルラン」と「握力」の数値が北海道・全国を下回っていること
に課題がみられました。 

女子では、「５０ｍ走」が北海道・全国の数値を上回っていま
す。「立ち幅跳び」と「ハンドボール投げ」が北海道・全国と同
程度となりました。また、「シャトルラン」と「上体起こし」の
数値が北海道・全国を下回っていることに課題がみられました。 

結果の改善に向けて、身体を動かすことやスポーツの楽しさを
授業の中で実感できるように、単元計画や本時の内容などを工夫
することや、毎時間のＷ-upで基礎体力が向上、筋持久力が高ま
るような運動を取り入れます。とりわけ、「シャトルラン」の測
定時には、グループで競い合うような活動をして、運動能力の向
上に努めます。 

  

過日、行われました1年生を対象とした防犯教室。講師としてご来校いただいた小樽警察署の方は、SNSを介した

トラブルの留意点などについて触れた後、こんなことを言っていました。「時や場所はともかく、不適切な行為は許さ

れるものではない。それが暴力ではなく暴言等であっても・・・。」本教室の後、生徒の感想を見ておりますと、「暴

力や暴言をしないよう心掛ける。そして、注意できるようになりたい。」、「１４歳になったら、暴力・暴言が罪にな

ることをしっかり頭に入れておきたい。でも、１４歳になってからではなく、今からなくなればいいと思いました。」

これらの感想には、当事者意識があり、「今、何とかしたい！」という強い気持ちを感じます。大切なのは、時代が移

り変わろうとも、何歳であっても「よくない」ことはよくはないのです。日本では、１４歳未満の未成年者は、刑事責

任を問われないことになっていますが、善悪の判断は、年齢に関係なく身に付けていなければならない力の一つです。 

１年生に限りませんが、新入学など新しい環境に身を置きますと、しばらくは、緊張感が保たれていたことが思い出さ

れるのではないでしょうか。そのような状況が時間とともに流れ、学校生活に慣れてきたことでしょう。この「慣れ」

は当然必要なことで、さらに、新しいものに取り組むための意欲の向上につながります。しかしながら、いつの間にか

「慣れ」が「馴れ」になってしまい、緊張感が薄れた「馴れ合い」にまでなってはいませんか。今一度、周囲を見渡し

てください。そして、今一度、自身を見てください。言葉遣いや振る舞いに改善の余地もあることでしょう。 

さあ、今年度あと１か月、どの生徒にも新しい４月がやってきます。もう一度、あの時の新鮮な緊張感を思い出し、新

たなスタートを切る準備を「今」からしましょう。 



 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月1０日（月）5校時に、全校生徒が、友達に向けて感謝
のメッセージを作成しました。集められたメッセージは後日、
生徒会役員が、写真のような掲示物に仕上げました。とてもき
れいで素晴らしい作品です。 

2月21日（金）に生 

徒玄関に掲示されました。 

全校生徒の皆さん、そし 

て保護者の皆様もご来校 

の際にぜひ見てください。 

温かいコメントに癒され 

ますよ。 

 

 

 

感謝のメッセージ 

去る２月７日（木）6校時、本校体育館を会場に防犯教室を開 

催しました。今回は小樽警察署生活安全課の熊谷巡査長から、Ｓ 

ＮＳ関連動画を視聴しながら、被害者だけでなく、加害者にもな 

らない大切なポイントについて説明していただきました。コメン 

トをした友人に対して「どんなコメントをしたら相手が嫌な思い 

をしないか。」などの事例について、考える内容となっており、 

後に実施した振り返りでは、他の人に誤解を与えないコメントや、 

コメントを上げる前に今一度確認することなどについて注意する 

点等を学んでいました。 

 

 

 

 

 

２月７日（金）令和７年度の新入生保護者説明会を開催しました。

多くの保護者が参加する中、中学校生活における授業の受け方や家庭

学習習慣の大切さについて、また、中学校入学までに準備していただ

く制服やジャージ、上靴などについても資料や見本を使いながら説明

を行いました。さらに、警察の方からは、中学生になると携帯電話を

もつ生徒が増えることから、ネットを介した犯罪への注意に加え、ト

ラブルの未然防止に向けた指導もありました。トラブルの未然防止に

向け、ご家庭でのご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

新入生保護者説明会開催！ 

 

 

 

  

 

 

3月４日（火）道立高校の入試が迫ってまいりました。す
でに試験を終えている生徒から、面接等の状況をうかがうな
ど、３年生は緊張感を高めている様子です。このような状況
から、進路実現に向け、授業だけでなく、休み時間や放課後
も自主的な学習に取り組んでいる姿が見られます。最後まで
努力することはとても大切です。あとは全力を尽くすだけで
すね。頑張ってください。応援しています。 

今週末は、体調を整えて万全の状態で試験に臨めるように
健康管理に努めてください。マスクや手洗いも忘れずに！ 

 


